
1　五仏心王について　―論義書を中心に―（北川）

　
五
仏
心
王
に
つ
い
て

　
　
―
論
義
書
を
中
心
に
―

北
川　

真
寛　
　

　
　

は
じ
め
に

弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
―
八
三
五
。
以
下
、
大
師
）
は
自
身
の
著
作
の
中
で
、
即
身
成
仏
や
十
住
心
思
想
、
実
践
行
と
し
て
の
三
密
行
な
ど
を
説
き
、

自
身
が
唱
え
た
密
教
の
定
義
づ
け
を
行
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
後
の
東
密
教
説
を
形
成
す
る
出
発
点
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
後
の
東
密
で
は
、
天
台
宗
の
密
教
導
入
、
さ
ら
に
は
鎌
倉
期
を
中
心
と
し
た
新
思
想
の
興
隆
な
ど
に
よ
っ
て
、
広
く
諸
宗
の
教
義
か
ら
大
師
の

思
想
を
追
い
、
さ
ら
に
は
同
時
代
的
な
問
題
に
対
応
さ
せ
る
と
い
う
作
業
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
諸
宗
の
教
学
と
真
言
教
学
、
あ
る
い
は
真
言

密
教
の
諸
流
派
や
諸
山
の
法
門
の
義
理
を
問
答
に
よ
っ
て
分
別
す
る
「
論
義
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鎌
倉
～
室
町
時
代
ま
で
に
は
一
定
の

形
式
が
成
立
し
て
、
法
会
と
し
て
儀
式
化
さ
れ
た
。

ま
た
論
義
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
説
や
問
題
点
に
つ
い
て
問
答
を
行
い
、
密
教
教
理
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
よ
う
と
す
る
、
一
種
の
学
修
シ
ス
テ
ム
の

側
面
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
敢
え
て
問
・
答
両
者
に
分
か
れ
て
の
一
種
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
で
問
答
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
成
果

が
論
義
書
と
い
う
形
で
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
群
の
研
究
は
、
東
密
の
み
な
ら
ず
日
本
に
お
け
る
仏
教
思
想
の
展
開
を
研
究
す
る
上
で
大

変
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
論
義
書
の
検
討
を
行
う
1

こ
と
で
、
大
師
の
唱
え
た
密
教
の
内
実
を
よ
り
精
緻
に
、
か
つ
明
確
に
把
握
し
、
さ
ら
に
大
師
以

後
の
諸
師
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
密
教
を
展
開
さ
せ
て
き
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
々
の
論
題
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
は
未
だ

十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
論
題
の
一
つ
で
あ
る
「
五
仏
心
王
」
の
記
述
に
つ
い
て
、
論
義
書
を

中
心
に
検
討
す
る
。
論
義
に
は
「
一
乗
経
劫
」
や
「
三
密
双
修
」
な
ど
の
多
く
の
論
義
2

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
「
五
仏
心
王
」
は
大
日
を
中
尊



高野山大学密教文化研究所紀要　第 30 号　2

と
し
た
五
仏
に
つ
い
て
、五
仏
が
共
に
心
王
で
あ
る
の
か
、そ
れ
と
も
大
日
の
み
を
心
王
と
認
め
、他
の
四
仏
を
心
数
と
す
る
の
か
を
論
じ
る
論
義
で
あ
り
、

現
在
で
も
高
野
山
の
論
義
法
会
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
五
仏
心
王
の
論
義
で
は
、
唯
識
や
三
論
の
教
説
も
参
考
に
し
つ
つ
問
答
が
な
さ
れ
て
い
て
、

本
論
で
は
特
に
『
宗
義
決
択
集
』（
以
下
、『
宗
決
』）
の
記
述
を
中
心
に
、
他
の
論
義
書
の
記
述
も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
学
派
に
よ
る
特
徴
や
差

異
な
ど
も
探
っ
て
い
く
。

一　
弘
法
大
師
空
海
の
著
作
に
お
け
る
心
王
・
心
数
解
釈
―
五
仏
心
王
の
出
発
点
―

そ
れ
で
は
ま
ず
論
義
の
出
発
点
と
な
っ
た
、
大
師
の
心
王
・
心
数
の
教
説
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
周
知
の
通
り
、『
即
身
成
仏
義
』（
以
下
、『
即
身

義
』）
で
は
、
二
頌
八
句
の
中
で
「
心
数
心
王
、
刹
塵
に
過
ぎ
た
り
」
3

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
心
王
・
心
数
が
無
数
に
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
『
即
身
義
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

諸
法
と
は
謂
わ
く
諸
の
心
法
な
り
。
心
王
・
心
数
、
其
の
数
無
量
な
り
。
故
に
諸
と
曰
う
。
心
・
識
、
名
異
に
し
て
、
義
通
ぜ
り
。
故
に
天
親
等
は

三
界
唯
心
を
以
て
唯
識
の
義
を
成
立
す
。
4

す
な
わ
ち
、
諸
法
と
は
諸
々
の
心
法
で
あ
り
、
心
王
・
心
数
は
其
の
数
が
計
り
知
れ
な
い
か
ら
諸
と
言
う
の
で
あ
る
。
心
と
識
は
名
称
が
異
な
っ
て
い

る
だ
け
で
、
意
味
内
容
は
通
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
唯
識
学
派
の
天
親
（
世
親
）
等
は
、「
三
界
唯
一
心
」
を
説
い
て
唯
識
説
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
、

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
大
師
は
「
心
王
と
は
識
大
な
り
」
5

と
述
べ
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

次
の
両
句
は
即
ち
此
の
義
を
表
す
。
若
し
決
断
の
徳
を
明
か
す
に
は
、
則
ち
智
を
以
て
名
を
得
。
集
起
を
顕
す
に
は
、
則
ち
心
を
以
て
称
と
為
。
軌

持
を
顕
す
に
は
、
則
ち
法
門
に
称
を
得
。
一
一
の
名
号
、
皆
人
を
離
れ
ず
。
是
く
の
如
く
の
人
、
数
刹
塵
に
過
ぎ
た
り
。
故
に
一
切
智
智
と
名
づ
く
。
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顕
家
の
一
智
を
以
て
一
切
に
対
し
て
、
此
の
号
を
得
る
に
は
同
ぜ
ず
。
心
王
と
は
法
界
体
性
智
等
な
り
。
心
数
と
は
多
一
識
な
り
。
各
具
五
智
と
は
、

一
々
の
心
王
心
数
に
各
々
に
之
れ
有
る
こ
と
を
明
か
す
。
6

こ
こ
で
は
、
心
数
心
王
過
刹
塵
・
各
具
五
智
無
際
智
の
「
両
句
」
の
解
説
と
し
て
、
智
と
心
と
法
の
名
称
は
人
を
離
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
其
の
数
は

無
数
で
あ
る
か
ら
一
切
智
智
の
意
味
が
顕
教
と
は
異
な
る
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、心
王
は
法
界
体
性
智
な
ど
の
智
で
あ
り
、心
数
と
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
以

下
、『
釈
論
』）
に
説
か
れ
る
十
識
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
多
一
識
の
識
で
あ
る
、
と
す
る
。

さ
ら
に
大
師
は
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』（
以
下
、『
十
住
心
論
』）
で
は
、
第
十
秘
密
荘
厳
住
心
を
説
く
中
で
次
の
よ
う
に
説
く
。

一
一
の
字
門
の
五
字
は
、即
ち
各
各
の
門
の
五
仏
・
五
智
な
り
。是
く
の
如
く
の
五
仏
、其
の
数
無
量
な
り
。五
仏
は
即
ち
心
王
、余
尊
は
即
ち
心
数
な
り
。

心
王
・
心
数
、
其
の
数
無
量
な
り
。
7

『
十
住
心
論
』
巻
第
十
で
は
、
真
言
と
は
曼
荼
羅
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
梵
字
を
挙
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明
し
、
そ
れ
ら
は
因
・
行
・
証
・
入
・
方
便
具

足
の
五
字
・
五
仏
・
五
智
に
展
開
す
る
こ
と
を
説
く
中
で
、五
仏
を
心
王
、余
尊
を
心
数
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
規
定
こ
そ
が
、後
の
「
五
仏
心
王
」

の
直
接
的
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、直
接
的
に
心
王
・
心
数
に
言
及
し
た
語
で
は
な
い
も
の
の
、「
王
の
字
は
五
仏
に
通
ず
。
五
仏
は
共
に
五
大
の
王
た
り
」
8

と
説
く
『
金

剛
頂
経
開
題
』
の
記
述
も
挙
げ
て
お
く
。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
師
撰
と
信
じ
ら
れ
た
『
秘
蔵
記
』
に
は
、「
中
台
の
毘
盧
遮
那
を
法
身
と
為
し
、
四
仏
を
応
身
と
為
し
、
釈
迦
を
化
身
と
為
し
、
外

金
剛
部
の
龍
鬼
等
を
等
流
身
と
為
す
」
9
、
あ
る
い
は
「
中
台
心
王
の
尊
を
以
て
一
切
の
心
主
を
摂
す
。
是
れ
を
一
識
と
謂
う
」
1
0
、
ま
た
は
「
心
王
の

毘
盧
遮
那
成
仏
す
る
時
、
無
数
の
心
主
同
時
に
成
仏
す
」
1
1

と
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
心
王
を
五
仏
に
限
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
大
師
が
説
く
心
王
・
心
数

に
曖
昧
さ
と
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
後
の
「
五
仏
心
王
」
の
論
義
が
展
開
す
る
一
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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二　
「
五
仏
心
王
」
記
載
の
論
義
書
一
覧
―
五
仏
心
王
・
大
日
心
王
（
四
仏
心
数
）
―

大
師
が
説
い
た
と
さ
れ
る
心
王
・
心
数
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、
後
世
の
諸
師
た
ち
は
「
五
仏
心
王
」
の
論
題
を
た
て
て
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
て
い
る
。
次

に
そ
の
管
見
の
一
覧
を
挙
げ
る
。

　

○
東
密

道
範
（
一
一
七
八
？
／
七
九
？
―
一
二
五
二
）

「
問
。
心
王
所
住
之
処
文
所
云
心
王
可
云
五
仏
倶
有
耶
」（『
大
日
経
疏
除
暗
鈔
』
第
五
。
以
下
、『
除
暗
鈔
』）
1
2

「
問
。
此
心
王
心
数
分
別
時
以
八
葉
中
四
仏
四
菩
薩
置
何
位
乎
」（『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
遍
明
鈔
』
巻
第
三
。
以
下
、『
遍
明
鈔
』）
1
3

頼
瑜
（
一
二
二
六
―
一
三
〇
四
）

「
心
王
所
住
之
処
等
者
。
准
上
文
云
如
来
在
此
宮
中
為
独
処
耶
」（『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
第
二
）
1
4

頼
宝
（
一
二
七
九
―
一
三
三
〇
？
）

「
於
曼
荼
羅
分
別
心
王
心
数
事
」（『
真
言
本
母
集
』
巻
第
六
）
1
5

「
心
王
所
住
文
限
中
台
大
日
歟
事
」（『
真
言
本
母
集
』
巻
第
一
三
）
1
6

杲
宝
（
一
三
〇
六
―
一
三
六
二
）

「
心
王
心
数
分
別
事
」（『
杲
宝
伝
宝
記
』
巻
第
四
）
1
7

「
識
智
二
法
心
王
心
数
分
別
事
」（『
杲
宝
私
抄
』
第
一
二
）
1
8

聖
憲
（
一
三
〇
七
―
一
三
九
二
）

「
王
所
分
別
」（『
大
疏
百
条
第
三
重
』
巻
第
二
）
1
9

長
覚
（
一
三
四
〇
―
一
四
一
六
）

「
四
仏
属
心
数
事
（
心
王
心
数
）」（『
大
疏
指
南
鈔
』
巻
三
）
2
0
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宥
快
（
一
三
四
五
―
一
四
一
六
）
な
ど
宝
門
相
伝

「
五
仏
心
王
」（『
宗
決
』
巻
第
三
）

印
融
（
一
四
三
五
―
一
五
一
九
）

「
心
王
心
数
事
」（『
大
疏
愚
案
鈔
』
下
）
2
1

「
四
仏
有
属
心
数
義
歟
事
」（『
杣
保
隠
遁
鈔
』
巻
第
六
）
2
2

「
心
王
心
数
分
別
有
重
々
義
門
事
」（『
古
筆
拾
集
抄
』
巻
第
三
・
四
）
2
3

長
淳
（
―
一
五
〇
三
―
）

「
心
王
心
数
互
為
勝
劣
歟
事
」（『
夏
中
問
答
（
九
牛
一
毛
鈔
）』
五
）
2
4

運
敞
（
一
六
一
四
―
一
六
九
三
）

「
王
所
分
別
」（『
大
疏
談
義
』
巻
第
四
）
2
5

　

○
台
密

仁
空
（
実
導
、
一
三
〇
七
―
一
三
八
八
）

「
問
。
解
釈
中
心
王
所
住
之
処
必
有
塵
沙
心
数
文
。
爾
者
所
云
心
王
者
唯
為
指
大
日
一
尊
将
通
中
胎
八
葉
仏
菩
薩
耶
」

（『
遮
那
業
案
立
草
』
巻
第
二
）
2
6

こ
の
う
ち
、『
杲
宝
伝
宝
記
』
の
記
述
は
頼
宝
口
・
杲
宝
記
の
『
即
身
義
東
聞
記
』（
以
下
、『
東
聞
記
』）
2
7

の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
印
融
の
『
古
筆

拾
集
抄
』
に
も
『
東
聞
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
五
仏
心
王
」（
新
義
で
は
「
王
所
分
別
」）
は
さ
ま
ざ
ま
な
論
義
書
で
論
じ
ら
れ
る
が
、
結
論
に
つ
い
て
は
人
師
・
学
派
に
よ
っ
て
差
異

が
見
受
け
ら
れ
る
論
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
各
論
義
書
の
結
論
を
私
見
に
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

・
五
仏
心
王
を
主
張
す
る
論
義
書

『
真
言
本
母
集
』
巻
六
、『
大
疏
指
南
鈔
』、『
宗
決
』、『
杣
保
隠
遁
鈔
』、『
大
疏
愚
案
鈔
』
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・
大
日
心
王
（
四
仏
心
数
）
を
主
張
す
る
論
義
書

『
除
暗
鈔
』、『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』、『
真
言
本
母
集
』
巻
一
三
、『
大
疏
百
条
第
三
重
』、『
大
疏
談
義
』、『
遮
那
業
案
立
草
』

・
そ
の
他

『
遍
明
鈔
』、『
杲
宝
伝
宝
記
』、『
杲
宝
私
抄
』、『
古
筆
拾
集
抄
』、『
夏
中
問
答
』

以
上
の
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
宝
門
・
寿
門
は
五
仏
心
王
を
主
張
し
、
新
義
・
台
密
で
は
大
日
心
王
（
四
仏
心
数
）
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
東
寺
学
派
の
頼
宝
は
『
真
言
本
母
集
』
の
中
で
、
巻
六
と
一
三
で
問
・
答
が
入
れ
替
わ
っ
て
両
説
を
記
し
2
8
、
ま
た
「
私
に
云
わ
く
」
と
し
て
次

の
よ
う
に
表
し
て
い
る
。

私
に
云
わ
く
、
五
仏
建
立
王
数
分
別
に
三
義
有
り
。
一
に
は
五
仏
皆
是
れ
心
数
な
り
。
二
に
は
大
日
心
王
四
仏
心
数
な
り
。
三
に
は
五
仏
通
じ
て
心
王

と
為
す
。
第
一
義
は
制
底
・
幢
・
光
・
水
精
・
貝
を
五
仏
の
三
形
と
為
す
。
是
れ
中
胎
大
日
は
修
生
顕
得
加
持
身
、
四
仏
は
又
た
因
行
証
入
の
辺
徳
な

る
が
故
に
、
同
じ
く
心
数
と
為
す
な
り
。
第
二
義
は
五
輪
塔
を
中
胎
三
形
と
為
し
、
幢
・
光
・
水
精
・
貝
を
四
仏
の
三
形
と
為
す
。
仍
っ
て
中
尊
は
心
王
、

余
尊
は
心
数
な
り
。
第
三
義
は
五
輪
を
五
仏
の
三
形
と
為
す
。
是
の
故
に
五
尊
皆
是
れ
心
王
な
り
。
此
の
三
義
に
依
る
が
故
に
、
諸
文
各
一
義
を
作
す
。

更
に
相
違
に
非
ざ
る
な
り
。
若
し
此
の
意
を
得
ば
、
海
会
の
諸
尊
悉
く
五
大
に
住
せ
ば
、
曼
荼
羅
皆
な
是
れ
心
王
な
り
。『
大
疏
』
第
六
阿
闍
梨
所
伝

の
曼
荼
羅
2
9
、
即
ち
此
の
義
を
表
す
な
り
。
も
し
爾
ら
ば
、
上
来
の
難
答
、
只
だ
是
れ
一
致
に
し
て
、
更
に
相
違
に
非
ざ
る
か
。
3
0

す
な
わ
ち
五
仏
の
心
王
心
数
の
分
別
に
つ
い
て
三
説
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
一
義
を
な
し
て
い
る
も
の
の
、
特
段
に
相
違
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
実
に
は
大
日
や
五
仏
の
み
な
ら
ず
諸
尊
心
王
と
も
な
る
こ
と
を
説
く
。

さ
ら
に
弟
子
の
杲
宝
も
両
説
の
存
在
を
共
に
認
め
、『
東
聞
記
』
に
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
3
1
。

今
、
大
日
を
心
王
と
為
し
、
余
尊
を
心
数
と
為
す
の
一
説
、
及
び
五
仏
を
心
王
と
為
し
、
余
尊
を
心
数
と
為
す
の
一
説
と
、
両
義
、
相
違
似
た
り
雖
も
、
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法
体
全
一
な
り
。
且
つ
建
立
の
不
同
に
依
っ
て
、
相
違
有
る
に
似
た
り
。
3
2

こ
の
よ
う
に
東
寺
学
派
は
両
説
を
「
建
立
の
不
同
」
に
よ
る
、
い
わ
ば
表
裏
一
体
の
も
の
と
捉
え
て
い
て
、
い
ず
れ
か
一
方
の
説
に
固
執
し
て
い
な
い
。

そ
れ
に
先
ん
じ
て
道
範
の
『
遍
明
鈔
』
で
も
、
両
説
を
併
記
し
た
上
で
さ
ら
に
九
尊
即
一
仏
で
あ
る
か
ら
九
尊
心
王
を
説
く
3
3

が
、
こ
れ
は
師
で
あ

る
覚
海
（
一
一
四
二
―
一
二
二
三
）
の
説
を
受
け
た
も
の
と
も
し
て
い
る
。

先
ず
心
王
・
心
数
を
分
別
す
る
に
、
御
所
釈
の
中
に
二
義
有
り
。
一
に
云
わ
く
、
大
日
即
心
王
・
余
尊
即
心
数
。
二
に
云
わ
く
、
五
仏
即
心
王
・
余

尊
即
心
数
文
。
此
の
中
に
初
の
釈
は
金
界
の
因
果
簡
別
門
の
義
な
り
。（
中
略
）
次
の
釈
は
胎
界
因
果
不
二
門
の
義
な
り
。（
中
略
）
是
の
故
に
胎
蔵

四
重
曼
荼
羅
に
付
い
て
心
王
心
数
を
分
別
す
る
時
は
、
中
院
の
九
尊
を
以
て
同
じ
く
心
王
と
為
す
、
是
れ
九
識
心
王
3
4

な
る
が
故
に
。
第
一
重
以

下
を
心
数
と
為
す
、
是
れ
眷
属
な
る
が
故
に
。
然
れ
ば
則
ち
当
段
の
心
王
心
数
の
分
別
は
九
尊
を
以
て
同
じ
く
心
王
と
為
し
、
毘
盧
遮
那
と
名
づ
く

る
な
り
。
故
に
『
疏
』
の
二
十
に
云
わ
く
、
是
の
故
に
八
葉
は
皆
な
是
れ
大
日
如
来
の
一
体
な
り
。
若
し
如
来
但
だ
自
証
の
法
に
住
す
れ
ば
、
則
ち

人
を
度
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
此
の
処
は
微
妙
寂
絶
に
し
て
心
量
を
出
荷
せ
り
。
何
を
説
い
て
人
に
示
さ
ん
や
。
故
に
漸
次
に
流

出
し
、
漸
く
第
一
院
に
入
る
、
等
と
。
九
尊
を
以
て
同
じ
く
大
日
と
為
す
事
、
分
明
な
り
。
凡
そ
八
葉
を
開
く
と
雖
も
、
唯
一
果
の
徳
な
り
。
遮
那

の
一
仏
と
雖
も
、
九
識
宛
然
な
り
。
故
に
大
日
即
九
尊
。
九
尊
即
一
仏
な
り
。
裏
書
き
に
云
わ
く
、
八
葉
九
尊
を
以
て
、
同
じ
く
心
王
毘
盧
遮
那
と
為
す
。
即
ち
今
の
経
の
教
主
と
為
す
。
花
王
院
覚
海

の
義
な
り
。
3
5

す
な
わ
ち
、心
王
心
数
の
分
別
に
は
大
日
心
王
・
余
尊
心
数
説
（
金
剛
界
因
果
簡
別
門
）
と
五
仏
心
王
・
余
尊
心
数
説
（
胎
蔵
界
因
果
不
二
門
）
が
あ
る
が
、

胎
蔵
曼
荼
羅
に
関
し
て
分
別
す
る
な
ら
ば
、（
中
胎
八
葉
院
の
）
九
尊
即
（
大
日
）
一
仏
で
あ
る
か
ら
九
尊
（
九
識
）
心
王
で
あ
り
、
同
時
に
大
日
心
王
で

あ
る
と
も
説
か
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
『
遍
明
鈔
』
の
裏
書
に
よ
れ
ば
、
師
の
覚
海
の
説
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
挙
げ
た
『
遍
明
鈔
』
の
裏
書
と
は
、
覚
海
相
伝
の
義
を
記
し
た
と
い
う
『
除
暗
鈔
』
の
「
八
葉
九
尊
、
同
じ
く
醍
醐
の
果
徳
な
る
が
故
に
、
心

王
の
位
は
毘
盧
遮
那
に
属
す
る
」
3
6

の
文
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、『
除
暗
鈔
』
で
は
、「
大
日
に
限
っ
て
心
王
と
為
す
」
3
7

と
大
日
心
王
説
を
採
っ
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て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。『
除
暗
鈔
』
は
貞
応
三
（
一
二
二
四
）
年
頃
に
検
校
宗
禅
の
も
と
に
道
範
等
の
学
侶
が
参
集
し
て
談
義
し
た
も
の

を
後
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、『
遍
明
鈔
』は
讃
岐
配
流
中
の
寛
元
三（
一
二
四
五
）年
に
禅
閣
の
命
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
、静
遍（
一
一
六
六

―
一
二
二
四
）
相
伝
の
義
を
中
心
に
、
覚
海
の
説
も
併
せ
て
記
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、
道
範
は
心
王
・
心
数
の
分
別
に
つ
い
て
、
覚
海
の
説

を
引
用
し
つ
つ
結
論
を
静
遍
相
伝
の
義
に
寄
せ
た
と
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
真
偽
は
一
旦
お
く
と
し
て
も
、
各
論
義
書
の
結
論
の
分
類
か
ら
、
道
範
以
前
に
既
に
心
王
と
心
数
の
分
別
に
つ
い
て
は
教
説
が
分
か
れ
て
い
て

3
8
、
人
師
や
学
派
が
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ず
れ
か
の
説
を
強
調
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

三　
『
宗
義
決
択
集
』
に
お
け
る
五
仏
心
王
―
南
山
教
学
に
お
け
る
五
仏
心
王
―

五
仏
心
王
の
論
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
派
に
よ
っ
て
結
論
が
異
な
る
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
言
え
、
そ
の
内
容
自
体
は
論
義
書
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
々
の
書
を
全
て
検
討
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
本
論
で
は
『
宗
決
』
を
あ
げ
て

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
宗
決
』
で
は
、
ま
ず
問
者
が
大
日
一
尊
を
心
王
と
し
、
四
仏
を
心
数
と
す
る
義
が
有
る
の
か
無
い
の
か
を
問
い
、
も
し
五
仏
心
王
と
す
る
な
ら
ば
、
心

王
と
心
所
（
＝
心
数
）
の
相
対
関
係
は
不
定
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
四
仏
が
心
数
に
属
す
る
と
言
う
義
が
無
い
と
言
え
る
の
か
、
ま
た
そ
う
で
は
な
く
、

四
仏
が
心
数
に
属
す
る
（
大
日
心
王
）
と
す
る
な
ら
ば
、大
師
の
「
五
仏
は
即
ち
心
王
、他
の
諸
尊
は
心
数
」
と
の
解
釈
に
違
う
の
で
は
な
い
か
と
、否
定
・

肯
定
の
「
両
方
」
3
9

の
立
場
で
疑
問
を
呈
す
る
と
、
答
者
は
五
仏
心
王
の
義
に
限
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
宗
決
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
問
答
を
重
ね
て
い
る
。
長
文
と
な
る
が
、
論
義
の
内
容
を
概
観
す
る
た
め
に
そ
の
問
答
を
記
す
。

難
じ
て
云
わ
く
、
凡
そ
心
王
・
心
数
の
対
弁
は
、
当
に
義
の
相
望
に
随
っ
て
不
定
な
る
べ
し
。
何
ぞ
大
日
に
望
め
て
四
仏
を
心
数
に
属
す
る
の
義
、

無
か
ら
ん
や
。
是
を
以
て
法
相
等
の
意
は
、
則
ち
八
識
心
王
の
義
を
立
つ
と
雖
も
、
三
論
に
は
則
ち
唯
し
第
八
識
を
心
王
と
為
し
、
七
転
識
等
を
心

所
と
為
す
。
是
れ
即
ち
法
相
に
心
王
と
為
す
七
転
識
を
以
て
、
而
も
心
所
と
為
す
。
又
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
等
の
意
は
、
本
覚
流
伝
の
識
を
心
王
と
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為
し
、
無
明
流
伝
の
相
を
心
所
と
為
れ
ど
も
、
然
も
法
相
の
如
き
は
智
を
以
て
心
所
と
為
す
。
爾
ら
ば
則
ち
心
王
・
心
数
、
何
ぞ
局
定
の
義
有
ら
ん
や
。

加
之
、
五
仏
心
王
・
余
尊
心
数
な
る
こ
と
は
、
五
仏
は
余
尊
に
勝
る
る
故
に
、
之
れ
を
心
王
と
為
る
か
。
爾
れ
ば
則
ち
四
仏
は
中
台
大
日
に
望
む
る

と
き
は
、
則
ち
劣
な
る
べ
き
が
故
に
、
当
に
心
数
に
属
す
べ
き
こ
と
、
理
在
絶
言
な
り
。
若
し
所
答
の
如
く
五
仏
は
心
王
に
限
る
と
言
わ
ば
、
五
仏

に
勝
劣
有
る
べ
か
ら
ざ
る
か
。
若
し
五
仏
に
勝
劣
無
し
と
い
わ
ば
、
余
尊
も
亦
た
勝
劣
有
る
べ
か
ら
ざ
る
か
。
若
し
諸
尊
に
勝
劣
無
し
と
い
わ
ば
、

諸
尊
も
悉
く
心
王
と
名
づ
く
べ
き
か
。
此
れ
は
則
ち
孰
れ
の
心
数
に
対
し
て
心
王
と
名
づ
く
べ
き
や
。
以
て
知
ん
ぬ
。
横
平
等
門
に
は
則
ち
諸
尊
勝

劣
無
き
が
故
に
、
王
・
所
を
論
ず
べ
き
に
非
ず
。
竪
浅
深
に
約
す
る
と
き
は
則
ち
大
日
よ
り
四
仏
を
開
く
が
故
に
、
勝
劣
有
る
べ
き
こ
と
異
論
す
べ

か
ら
ず
。
若
し
五
仏
に
勝
劣
有
る
義
極
成
せ
ば
、
則
ち
争
で
か
大
日
に
望
め
て
四
仏
を
心
数
に
属
す
る
の
義
、
之
れ
無
し
と
云
う
べ
し
や
。
茲
に
因
っ

て
証
文
を
勘
う
る
に
、『
菩
提
心
論
』
に
云
わ
く
、「
是
に
於
い
て
印
成
す
る
法
界
体
性
の
中
よ
り
四
仏
を
流
出
す
」
文
4
0

と
。『
疏
』
第
一
本
に
云

わ
く
、「
如
来
、
此
の
宮
の
中
に
在
す
と
き
、
独
り
処
す
と
や
為
ん
。
眷
属
有
り
や
。
故
に
云
う
。
此
の
中
に
乃
ち
無
辺
の
眷
属
有
っ
て
、
常
に
集
会

す
る
所
な
り
。
所
謂
、
執
金
剛
等
な
り
」
4
1

と
。
ま
た
第
二
十
云
わ
く
、「
此
れ
は
是
れ
毘
盧
遮
那
仏
本
地
の
身
、
華
台
の
体
な
り
。
八
葉
を
超
え

方
所
を
絶
し
て
、有
心
の
境
界
に
非
ず
」
4
2

と
。『
金
剛
頂
経
開
題
』
に
云
わ
く
、「
大
日
の
垂
拱
に
奉
る
こ
と
衆
星
の
北
辰
に
共
う
が
如
し
」
4
3

と
。

大
師
一
処
の
解
釈
『
秘
蔵
記
』
末
に
云
わ
く
、「
中
台
心
王
の
尊
を
以
て
一
切
の
心
主
を
摂
す
。
是
れ
を
一
識
と
謂
う
」
4
4

と
。『
異
本
即
身
義
』
に

云
わ
く
、「
問
う
。
何
物
を
心
数
と
名
づ
け
、
亦
た
心
王
と
名
づ
く
る
や
。
答
う
。
金
剛
界
の
七
十
三
尊
に
於
い
て
は
毘
盧
遮
那
は
是
れ
心
王
、
余
の

七
十
二
尊
は
是
れ
心
数
な
り
。
胎
蔵
界
会
の
五
百
尊
に
於
い
て
は
毘
盧
遮
那
を
心
王
と
名
づ
け
、
余
の
四
百
九
十
九
尊
を
心
数
と
名
づ
く
」
4
5

と
。

又
た
一
本
の
『
即
身
義
』
に
云
わ
く
、「
問
う
。
五
智
に
心
王
・
心
所
を
分
か
つ
方
、
何
。
答
う
。
法
界
体
性
智
は
是
れ
心
王
、
余
の
四
智
は
是
れ
心

所
な
り
。
問
う
。
諸
宗
皆
な
大
円
鏡
智
を
以
て
心
王
と
為
す
。
今
何
ぞ
独
り
之
れ
を
以
て
心
所
に
摂
す
る
や
。
答
う
。
宗
の
法
門
の
中
に
是
く
の
如

く
説
く
が
故
に
、
大
円
鏡
智
を
以
て
心
所
に
摂
す
」
文
4
6

と
。
此
れ
等
の
文
意
分
明
な
り
。
但
し
「
五
仏
即
心
王
余
尊
即
心
数
」
の
文
に
至
っ
て
は
、

本
自
り
五
仏
心
王
の
一
辺
な
る
が
故
に
、
誠
証
を
成
ぜ
ず
。
次
に
義
門
無
窮
と
雖
も
、
王
・
所
に
於
い
て
は
相
望
不
定
の
義
、
之
れ
有
る
べ
か
ら
ず

と
言
う
は
爾
ら
ず
。
既
に
義
門
無
窮
な
り
と
許
さ
ば
、
何
ぞ
心
王
・
心
数
相
望
不
定
の
義
無
し
と
言
う
べ
け
ん
や
。
爾
ら
ば
明
な
ら
ず
。
如
何
。

重
ね
て
会
し
て
云
わ
く
、
自
宗
の
意
は
五
仏
を
以
て
心
王
と
為
し
、
余
尊
を
心
数
と
為
る
こ
と
、
是
れ
治
定
の
性
相
な
り
。
五
仏
、
既
に
心
王
と
為
す
。

何
ぞ
復
た
之
れ
を
心
数
に
属
せ
ん
や
。
譬
え
ば
世
間
の
王
者
を
復
た
眷
属
と
云
わ
ざ
る
が
如
し
。
所
難
の
如
く
な
ら
ば
、
則
ち
王
・
所
相
濫
の
失
を
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招
か
ん
か
。
是
れ
を
以
て
『
十
住
心
論
』
第
十
に
云
わ
く
、「
此
れ
は
総
じ
て
大
秘
密
究
竟
心
王
如
来
大
毘
盧
遮
那
五
智
四
印
、
及
び
心
数
微
塵
数
の

眷
属
を
明
か
す
」
4
7

と
。
又
た
云
わ
く
、「
五
仏
は
即
ち
心
王
、
余
尊
は
即
ち
心
数
な
り
」
と
。『
性
霊
集
』
第
七
に
云
わ
く
、「
九
識
の
心
王
は
乗

蓮
の
相
を
凝
ら
し
、
五
智
の
法
帝
は
坐
月
の
貌
を
厳
し
ゅ
う
す
」
4
8

と
。『
金
剛
頂
経
開
題
』
に
云
わ
く
、「
王
の
字
は
五
仏
に
通
ず
。
五
仏
は
共
に

五
大
の
王
為
り
」
文
4
9

と
。
是
れ
等
の
釈
文
、
掌
を
指
す
者
な
り
。
但
し
義
門
無
窮
に
し
て
王
・
所
の
相
望
重
々
な
る
べ
し
と
い
う
難
に
至
っ
て
は
、

会
通
の
大
旨
、
以
前
の
如
く
な
る
べ
し
。
若
し
来
難
の
如
く
、
義
の
相
望
に
随
っ
て
王
・
所
に
重
々
の
義
有
り
と
い
わ
ば
、
三
重
曼
荼
羅
等
に
於
い

て
第
三
重
に
望
み
て
、
第
二
重
を
心
王
と
為
る
義
、
亦
た
之
れ
有
る
べ
き
か
。
然
ら
ば
何
ぞ
別
に
四
仏
に
於
い
て
心
王
・
心
数
の
義
を
論
ず
る
こ
と
、

之
れ
有
ら
ん
や
。
次
に
五
仏
に
於
い
て
勝
劣
有
る
べ
き
が
故
に
、
当
に
大
日
に
望
み
て
四
仏
を
心
数
に
属
す
べ
し
と
い
う
の
義
は
、
設
令
浅
深
有
り

と
も
五
仏
は
心
王
に
限
る
べ
し
。
例
え
ば
法
相
宗
所
立
の
八
識
の
如
き
は
勝
劣
有
り
と
雖
も
、
八
識
心
王
の
義
を
談
ず
。
第
八
識
に
望
み
て
六
・
七
等

の
識
を
以
て
心
所
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
次
に
三
論
は
七
転
識
を
心
数
と
為
す
と
雖
も
、
法
相
に
は
之
れ
を
心
王
と
為
る
例
難
は
、
固
よ
り
宗
教
各
別

な
る
が
故
に
、
準
例
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
一
宗
に
於
い
て
是
く
の
如
き
の
例
之
れ
有
ら
ば
、
宜
し
く
難
勢
と
為
す
べ
き
な
り
。
次
に
『
釈
論
』
の
例

難
も
亦
た
応
に
準
じ
て
知
る
べ
し
。
次
に
出
す
所
の
文
証
は
、
先
ず
『
異
本
即
身
義
』
は
疑
有
る
書
な
る
が
故
に
、
依
用
し
難
き
者
な
り
。
次
に
一

処
の
解
釈
の
文
は
、
心
王
・
心
数
に
於
い
て
三
重
の
釈
を
作
す
と
雖
も
、
共
に
五
仏
・
九
尊
を
以
て
、「
五
仏
・
四
菩
薩
、
豈
に
異
身
な
ら
ん
や
。
即

ち
一
毘
盧
遮
那
の
み
」『
疏
』
第
二
十
の
文
5
0

の
道
理
に
約
し
て
、
四
仏
・
四
菩
薩
を
大
日
に
属
せ
ら
る
る
な
り
。
次
に
『
金
剛
頂
経
開
題
』
の
釈
、

此
れ
亦
た
大
日
に
四
仏
を
摂
す
る
な
り
。
故
に
上
の
釈
に
「
五
智
の
大
我
は
妙
相
を
湛
え
て
、
以
て
霊
台
に
坐
す
」
5
1

と
云
う
て
、
五
智
を
一
具
に

心
王
大
我
尊
と
為
る
故
に
、
是
れ
亦
た
四
仏
を
大
日
に
摂
す
る
な
り
。
次
に
疏
家
の
「
如
来
、
此
の
宮
の
中
に
在
す
」
等
の
釈
、
是
れ
亦
た
大
日
に

四
仏
を
摂
す
。
然
る
所
以
は
、『
十
住
心
論
』
第
十
に
『
大
日
経
』
の
「
一
時
薄
伽
梵
」
等
の
文
を
引
い
て
、
釈
し
て
云
わ
く
、「
此
れ
は
総
じ
て
大

秘
密
究
竟
心
王
如
来
大
毘
盧
遮
那
五
智
四
印
、及
び
心
数
微
塵
数
の
眷
属
を
明
か
す
」
文
と
。
薄
伽
梵
教
主
の
句
に
、五
仏
具
に
有
る
こ
と
分
明
な
り
。

次
に
「
八
葉
を
超
え
て
」
等
の
文
は
、中
台
八
葉
を
絶
す
と
云
う
と
雖
も
、而
も
八
葉
を
心
数
に
属
す
る
義
、見
え
ざ
る
所
な
り
。
次
に
『
菩
提
心
論
』

の
釈
、
亦
た
只
だ
是
れ
能
生
・
所
生
の
不
同
を
明
か
す
の
み
。
四
仏
、
心
数
に
属
す
と
謂
わ
ざ
る
が
故
に
、
証
に
非
ず
。
爾
ら
ば
過
無
し
。
5
2
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す
な
わ
ち
、
問
者
が
心
王
と
心
数
の
区
別
は
、
ま
さ
に
教
義
の
相
望
に
し
た
が
っ
て
不
定
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
大
日
に
対
し
て
四
仏
を
心
数
と
す
る

義
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
法
相
宗
な
ど
の
意
は
、
八
識
心
王
の
義
を
た
て
る
け
れ
ど
も
、
三
論
宗
で
は
第
八
識
の
み
を
心
王
と
し
て
、
七

転
識
な
ど
を
心
所
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
法
相
で
は
心
王
と
さ
れ
る
七
転
識
を
心
所
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
な
ど
の

説
く
と
こ
ろ
は
、
本
覚
流
伝
の
識
を
心
王
と
し
、
無
明
流
伝
の
相
を
心
所
と
す
る
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
法
相
で
は
智
を
も
っ
て
心
所
と
し
て
い
る
5
3
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
心
王
・
心
数
に
限
定
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
五
仏
心
王
・
余
尊
心
数
と
す
る
こ
と
は
、
五
仏
が
他
の
諸
尊
に
勝

る
か
ら
心
王
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
四
仏
は
中
台
の
大
日
に
対
す
る
時
は
下
位
で
あ
る
か
ら
、
心
数
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
当
然
の
道
理
で
あ

る
。
も
し
五
仏
心
王
で
あ
る
と
言
う
な
ら
、
五
仏
に
は
優
劣
が
無
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
も
し
五
仏
に
優
劣
が
無
い
と
い
う
な
ら
ば
、
他
の
諸
尊
に
も

ま
た
優
劣
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
も
し
他
の
諸
尊
に
も
優
劣
が
無
い
と
い
う
な
ら
ば
、
他
の
諸
尊
も
す
べ
て
心
王
と
名
づ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
ど
の
心
数
に
対
し
て
心
王
と
名
づ
け
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
横
平
等
門
的

な
見
方
で
は
諸
尊
に
優
劣
は
な
い
か
ら
、
心
王
・
心
所
を
論
ず
る
必
要
は
な
い
。
竪
の
浅
深
（
差
別
門
）
的
な
見
方
で
は
、
大
日
よ
り
四
仏
が
展
開
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
優
劣
が
あ
る
こ
と
に
異
論
を
は
さ
む
余
地
は
な
い
。
も
し
五
仏
に
優
劣
が
有
る
こ
と
を
つ
き
つ
め
る
な
ら
、
ど
う
し
て
大
日
に
対
し

て
四
仏
を
心
数
に
属
す
る
と
い
う
教
説
が
無
い
と
言
え
る
の
か
、
と
問
い
、『
菩
提
心
論
』・『
大
日
経
疏
』・『
金
剛
頂
経
開
題
』・『
秘
蔵
記
』・『
異
本
即
身

義
』
を
引
用
し
て
論
証
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
五
仏
は
即
ち
心
王
、
余
尊
は
即
ち
心
数
」
の
文
は
誠
の
証
明
と
は
な
ら
ず
、
教
義
の
区
別
が
無
数
で
あ
る

こ
と
を
認
め
る
な
ら
ば
、
心
王
・
心
数
の
相
望
不
定
の
義
が
無
い
と
は
言
え
な
い
、
と
批
判
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
答
者
は
自
宗
の
意
は
五
仏
を
心
王
、
他
の
諸
尊
を
心
数
と
す
る
こ
と
は
必
定
で
あ
り
、
心
王
で
あ
る
五
仏
を
ど
う
し
て
敢
え
て
心
数

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
例
え
る
な
ら
国
王
を
臣
下
と
は
言
わ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
逆
に
心
王
・
心
所
の
あ
る
べ
き
姿
が
乱
れ
る
過
失
を
招
い

て
し
ま
う
で
は
な
い
か
、
と
答
え
る
。
そ
し
て
『
十
住
心
論
』・『
性
霊
集
』・『
金
剛
頂
経
開
題
』
を
引
用
し
て
反
論
し
て
い
る
。
さ
ら
に
教
義
の
区
別
が

無
数
あ
っ
て
心
王
・
心
所
の
相
望
が
重
々
で
あ
る
と
い
う
論
難
に
つ
い
て
、
三
重
の
曼
荼
羅
な
ど
に
お
い
て
第
三
重
に
対
し
て
第
二
重
を
心
王
と
す
る
義

が
な
い
よ
う
に
、
四
仏
に
つ
い
て
も
心
王
・
心
数
を
論
ず
る
こ
と
は
な
い
。
五
仏
に
つ
い
て
も
優
劣
が
な
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
大
日
に
対
し
て
四
仏
を

心
数
に
属
す
る
と
の
意
見
は
、
た
と
え
浅
・
深
が
あ
る
と
し
て
も
、
五
仏
は
心
王
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
法
相
宗
の
立
て
た
八
識
に
は
優
劣
が
あ

る
と
は
い
え
、
八
識
心
王
を
論
じ
て
い
る
。
第
八
識
に
対
し
て
六
・
七
識
な
ど
を
心
所
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
三
論
は
七
転
識
を
心
数
と
す
る
と
は
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い
っ
て
も
、
法
相
に
は
こ
れ
を
心
王
と
す
る
論
難
の
例
は
、
そ
も
そ
も
宗
派
の
教
え
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
倣
う
必
要
は
な
い
。
次
に

『
釈
論
』
の
論
難
の
例
も
ま
た
こ
れ
に
準
じ
て
知
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
見
解
を
示
し
、
次
に
問
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
証
拠
の
文
（『
異
本
即
身
義
』・『
秘

蔵
記
』・『
金
剛
頂
経
開
題
』・『
大
日
経
疏
』・『
菩
提
心
論
』）
に
つ
い
て
、
例
え
ば
『
異
本
即
身
義
』
に
つ
い
て
は
偽
撰
の
疑
い
が
あ
る
書
物
で
あ
る
か
ら
、

依
用
し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
な
ど
、
一
々
に
反
論
し
て
、
五
仏
心
王
の
義
が
成
立
す
る
旨
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
宗
決
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
論
拠
と
す
べ
き
書
物
を
引
用
し
て
多
岐
に
わ
た
る
問
答
を
重
ね
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
注
目
す
べ
き
点
は
多
い
が
、
特
に
次
の
二
つ
の
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

①
『
異
本
即
身
義
』
の
偽
撰
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

②
法
相
や
三
論
、『
釈
論
』
の
教
説
を
参
考
に
し
て
い
る
。

こ
の
二
点
は
、『
宗
決
』
で
何
故
五
仏
心
王
が
主
張
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
も
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
一
々
に
『
宗
決
』
の
記
述
か
ら
検

討
す
る
。

さ
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
①
『
異
本
即
身
義
』
の
偽
撰
問
題
を
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
問
答
の
後
に
さ
ら

に
詳
細
に
問
答
を
重
ね
て
い
る
。

難
じ
て
云
わ
く
、『
異
本
即
身
義
』
は
疑
有
る
書
と
は
、
そ
の
由
有
り
や
。

答
え
て
云
わ
く
、
先
ず
「
法
界
体
性
智
は
是
れ
心
王
、
余
の
四
智
は
是
れ
心
数
」
の
文
は
、
彼
の
下
に
乃
ち
云
わ
く
、「
諸
宗
大
円
鏡
智
を
以
て
心
王

と
為
す
」文
と
。
然
る
に
諸
宗
の
意
、必
ず
し
も
然
る
に
非
ず
。
法
相
等
の
如
き
は
之
れ
を
心
所
と
為
し
、心
王
と
云
わ
ず
。
則
ち
是
れ
謬
有
る
が
故
に
、

依
用
す
べ
か
ら
ず
。
次
に
「
毘
盧
遮
那
は
是
れ
心
王
、
余
の
七
十
二
尊
は
是
れ
心
数
」
の
釈
は
、
此
れ
亦
た
疑
有
り
。
何
と
な
れ
ば
、
彼
の
本
に
『
大

蓮
華
部
無
障
礙
経
』
を
引
く
。
然
る
に
是
れ
未
渡
の
経
な
り
。
何
ぞ
引
い
て
証
拠
と
為
ん
や
。

難
じ
て
云
わ
く
、『
無
障
礙
経
』
は
設
令
い
未
渡
の
経
な
り
と
も
、
若
し
大
師
唐
土
に
於
い
て
親
し
く
披
覧
し
た
ま
う
故
に
、『
即
身
義
』
製
造
の
時

に
当
た
っ
て
、
彼
を
引
証
し
た
ま
う
な
ら
ん
か
。
爾
ら
ば
何
の
違
う
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。
次
に
「
諸
宗
大
円
鏡
智
を
以
て
心
王
と
為
す
」
の
釈
は
、

聞
こ
ゆ
る
所
の
如
く
法
相
等
の
意
は
智
を
心
所
と
為
す
と
雖
も
、
三
論
等
に
於
い
て
は
則
ち
唯
だ
第
八
識
の
み
心
王
の
義
を
成
ず
。
故
に
大
円
鏡
智
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を
心
王
と
為
す
の
義
、
妨
げ
無
き
者
か
。

答
う
。「
諸
宗
大
円
鏡
智
を
以
て
心
王
と
為
す
」
と
い
う
を
以
て
三
論
と
為
ば
、
諸
宗
の
言
解
し
難
し
。
又
た
智
を
以
て
心
王
と
為
る
こ
と
、
起
信
三

論
等
に
依
る
と
言
わ
ば
、
唯
だ
大
円
鏡
智
の
み
を
心
王
と
為
る
義
、
又
た
解
了
し
難
し
。
次
に
『
無
障
礙
経
』
を
大
師
若
し
唐
朝
に
於
い
て
之
れ
を

相
承
し
た
ま
わ
ば
、
則
ち
当
に
請
来
し
た
ま
う
べ
し
。
何
ぞ
未
渡
の
経
と
云
う
か
。
猶
お
疑
有
り
。
5
4

す
な
わ
ち
、
論
難
を
言
う
な
ら
ば
、『
異
本
即
身
義
』
は
疑
い
が
あ
る
書
物
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
の
理
由
が
あ
る
の
か
と
の
問
い
に
、
ま
ず
「
法
界
体

性
智
は
心
王
、
他
の
四
智
は
心
数
」
の
文
は
、
そ
れ
に
続
い
て
さ
ら
に
「
諸
宗
は
大
円
鏡
智
を
も
っ
て
心
王
と
す
る
」
と
言
う
が
、
諸
宗
の
意
は
必
ず
し

も
そ
う
で
は
な
い
。
法
相
な
ど
は
智
を
心
所
と
し
、
心
王
と
は
言
わ
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
書
に
は
誤
り
が
あ
る
の
で
、
依
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
次
に
「
大

日
は
心
王
、
他
の
七
十
二
尊
は
心
数
」
と
言
う
解
釈
に
も
疑
い
が
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
本
に
『
大
蓮
華
部
無
障
礙
経
』（
以
下
、『
無
障
礙
経
』）
を
引
用
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
無
障
礙
経
』
が
問
題
と
な
る
理
由
は
、
こ
の
経
典
が
未
請
来
の
経
典
で
あ
る
た
め
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
問
者
は
『
無
障
礙
経
』
は
た
と
え
未
請
来
の
経
典
で
あ
っ
て
も
、
も
し
か
し
た
ら
大
師
が
唐
の
地
で
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、『
即

身
義
』
を
撰
述
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
を
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。
次
に
「
諸
宗
は
大
円
鏡
智
を
も
っ
て
心
王
と
す
る
」
の
解
釈
は
、
確
か
に
法
相

等
の
意
は
智
を
心
所
と
す
る
け
れ
ど
も
、
三
論
な
ど
に
つ
い
て
は
第
八
識
の
み
を
心
王
と
す
る
（
す
な
わ
ち
転
識
得
智
す
れ
ば
大
円
鏡
智
と
な
る
）
義
を

た
て
る
か
ら
差
し
支
え
な
い
、
と
食
い
下
が
る
が
、
答
者
は
「
諸
宗
は
大
円
鏡
智
を
も
っ
て
心
王
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
三
論
と
す
る
な
ら
ば
、

諸
宗
の
意
が
曖
昧
と
な
る
。
ま
た
智
を
も
っ
て
心
王
と
す
る
こ
と
が
『
起
信
論
』
や
三
論
な
ど
に
よ
る
と
言
う
な
ら
ば
、
た
だ
大
円
鏡
智
の
み
を
心
王
と

す
る
義
が
理
解
し
が
た
い
。
次
に
大
師
が
『
無
障
礙
経
』
を
も
し
入
唐
の
際
に
相
承
し
て
い
た
な
ら
ば
、
当
然
そ
れ
を
請
来
す
る
は
ず
で
あ
る
、
と
突
っ

ぱ
ね
る
。

こ
の
後
、難
答
と
も
に「
考
覈
」5
5

す
べ
き
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
こ
の
問
答
を
終
わ
る
が
、『
宗
決
』で
は『
異
本
即
身
義
』に
偽
撰
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、

典
拠
に
用
い
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
異
本
即
身
義
』
が
偽
撰
と
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
が
、『
無
障
礙
経
』
を
引
用
す
る
こ
と
で

あ
る
。『
無
障
礙
経
』
と
は
、一
般
に
は
『
蓮
華
三
昧
経
』
と
し
て
知
ら
れ
る
偽
経
で
あ
る
5
6
。
た
だ
し
『
無
障
礙
経
』
や
『
蓮
華
三
昧
経
』
と
言
う
場
合
、

経
典
自
身
と
言
う
よ
り
も
、
い
わ
ゆ
る
「
本
覚
讃
」
と
呼
ば
れ
る
偈
頌
を
指
す
こ
と
が
多
く
、
経
典
と
偈
頌
の
成
立
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
5
7
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
『
異
本
即
身
義
』
が
済
暹
（
一
〇
二
五
―
一
一
一
五
）
以
降
、大
師
作
と
信
じ
ら
れ
た
も
の
の
、道
範
や
頼
瑜
な
ど
も
大
師
撰
を
疑
っ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
て
5
8
、『
宗
決
』
で
も
『
異
本
即
身
義
』
の
記
述
に
依
拠
し
た
四
仏
心
数
説
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
次
に
『
宗
決
』
の
問
答
で
注
目
さ
れ
る
点
と
し
て
、
②
法
相
や
三
論
、『
釈
論
』
を
参
考
に
し
て
、
い
ず
れ
の
識
が
心
王
と
な
る
か
、
あ
る
い
は
心

所
と
な
る
か
の
問
答
を
行
っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

先
に
引
用
し
た
『
宗
決
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
法　

相
―
八
識
す
べ
て
を
心
王
と
す
る
。
5
9

・
三　

論
―
第
八
識
の
み
を
心
王
と
す
る
。
6
0

・『
釈
論
』
―
本
覚
流
伝
の
識
を
心
王
、
無
明
流
伝
の
相
を
心
所
と
す
る
。
6
1

一
方
、
密
教
で
は
『
菩
提
心
論
』
な
ど
の
記
述
6
2

に
よ
り
、
転
識
得
智
に
よ
っ
て
九
識
か
ら
転
換
し
た
五
智
に
そ
れ
ぞ
れ
五
仏
を
配
当
し
て
い
て
、

九
識
す
べ
て
を
心
王
と
し
な
い
と
五
仏
心
王
は
成
立
し
得
な
い
。

・
前
五
識
―
成
所
作
智
―
不
空
成
就
・
天
鼓
雷
音

・
意　

識
―
妙
観
察
智
―
阿
弥
陀
・
無
量
寿

・
末
那
識
―
平
等
性
智
―
宝
生
・
開
敷
華
王

・
阿
頼
耶
―
大
円
鏡
智
―
阿
閦
・
宝
幢

・
菴
摩
羅
―
法
界
体
性
智
―
大
日

つ
ま
り
、
五
仏
心
王
の
立
場
で
は
第
九
識
菴
摩
羅
の
一
識
の
み
な
ら
ず
、
前
五
識
～
阿
頼
耶
識
を
含
む
す
べ
て
の
識
を
心
王
と
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、『
宗
決
』
で
は
先
に
挙
げ
た
長
文
の
問
答
の
後
に
、
続
け
て
次
の
よ
う
な
問
答
を
記
し
て
い
る
。

難
じ
て
云
わ
く
、
一
処
の
解
釈
の
「
中
台
心
王
の
尊
を
以
て
一
切
心
主
と
摂
す
。
是
れ
を
一
識
と
謂
う
」
の
文
に
就
い
て
、「
五
仏
・
四
菩
薩
、
豈
に

異
身
な
ら
ん
や
。
即
ち
一
毘
盧
遮
那
な
り
」
の
道
理
を
以
て
の
故
に
、
中
台
の
心
王
に
四
仏
・
四
菩
薩
を
摂
す
と
い
う
の
会
通
、
未
だ
審
な
ら
ず
。

次
下
の
九
識
分
別
の
釈
に
云
わ
く
、「
八
葉
及
び
中
台
の
尊
を
以
て
、
一
切
の
心
主
を
摂
す
。
是
れ
を
九
識
と
謂
う
」
と
。
此
れ
は
九
尊
を
以
て
能
摂
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と
為
し
、
余
尊
を
所
摂
と
為
す
な
り
。
答
説
の
如
く
な
ら
ば
、
則
ち
一
識
分
別
・
九
識
分
別
、
其
の
不
同
若
何
。

答
え
て
云
わ
く
、
応
に
言
う
べ
し
。
一
識
分
別
の
釈
は
、
中
台
に
四
仏
を
摂
す
。
是
れ
即
ち
金
界
の
五
仏
心
王
の
義
な
り
。
九
識
分
別
の
釈
は
、
九

尊
を
以
て
能
摂
と
為
す
。
是
れ
即
ち
胎
蔵
の
九
識
心
王
の
義
な
り
、
と
。
6
3

す
な
わ
ち
、
問
者
が
『
秘
蔵
記
』
の
「
中
台
の
心
王
の
尊
を
も
っ
て
一
切
の
心
主
を
摂
め
る
か
ら
、
こ
れ
を
一
識
と
い
う
」
の
文
に
つ
い
て
、「
五
仏
・

四
菩
薩
が
ど
う
し
て
異
身
で
あ
る
の
か
。
す
な
わ
ち
大
日
一
尊
の
み
で
あ
る
」
と
の
道
理
を
用
い
る
か
ら
、
中
台
の
心
王
に
四
仏
・
四
菩
薩
を
摂
め
る
と

い
う
会
通
は
い
ま
だ
審
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
一
方
、（
同
じ
く
『
秘
蔵
記
』
の
）
九
識
分
別
の
解
釈
に
「
八
葉
、
及
び
中
台
の
尊
を
も
っ
て
一
切
の
心

主
を
摂
め
る
か
ら
、こ
れ
を
九
識
と
い
う
」と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
九
尊
を
も
っ
て
能
摂
と
し
て
、他
の
諸
尊
を
所
摂
と
し
て
い
る
。
答
説
の
通
り
な
ら
ば
、

一
識
分
別
・
九
識
分
別
の
同
異
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
問
う
と
、
答
者
は
一
識
分
別
の
解
釈
は
中
台
に
四
仏
を
含
め
る
の
で
あ
り
、
金
剛

界
の
五
仏
心
王
の
義
で
あ
る
。
一
方
、九
識
分
別
の
解
釈
は
、九
尊
を
も
っ
て
能
摂
と
す
る
の
で
あ
り
、胎
蔵
の
九
識
心
王
の
義
で
あ
る
、と
規
定
し
て
い
る
。

問
者
が
引
用
し
た
『
秘
蔵
記
』
の
文
は
、
顕
教
の
八
識
に
対
し
て
密
教
で
は
一
・
八
・
九
・
十
識
6
4

に
分
別
す
る
こ
と
を
説
く
こ
と
に
つ
い
て
記
し
た
問

答
の
部
分
で
あ
り
、『
宗
決
』
は
一
識
と
い
え
ど
も
実
に
は
す
べ
て
の
識
を
会
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
具
象
的
な
五
仏
と
見
て
そ
れ
ら
は
す
べ

て
が
心
王
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
転
識
得
智
の
観
点
か
ら
も
五
仏
心
王
・
九
識
心
王
で
あ
る
べ
き
事
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
『
宗
決
』
で
は
、
答
者
が
一
識
分
別
に
は
四
仏
も
含
ま
れ
る
と
解
釈
し
て
金
剛
界
の
五
仏
心
王
、
九
識
分
別
は
胎
蔵
の
九
識
心
王
で
あ
る
と

主
張
し
、
金
・
胎
を
分
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
宗
決
』
で
い
う
五
仏
と
は
、
基
本
的
に
は
金
剛
界
の
五
仏
を
想
定
し
て
い
る
6
5

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

具
体
的
な
五
仏
の
名
が
記
さ
れ
ず
、
両
部
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
両
方
を
指
す
の
か
は
明
確
で
な
い
。

一
方
、『
遍
明
鈔
』
で
は
大
師
の
口
説
を
真
済
が
記
し
た
と
さ
れ
る
『
高
雄
口
決
』
を
引
用
し
て
、「（
若
し
九
識
に
配
さ
ば
、）
観
音
眼
識・
彌
勒
耳
識・
文
殊
鼻
識・

普
賢
舌
識
・
阿
閦
身
識
・
宝
生
意
識
・
無
量
寿
第
七
（
識
）・
不
空
（
成
就
）
第
八
（
識
）・
央
台
（
仏
）
第
九
（
阿
摩
羅
識
）」
6
6

と
記
し
、
胎
蔵
四
菩
薩
と
金
剛
界
五
仏
を
不
二

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
充
て
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
台
密
の
『
遮
那
業
案
立
草
』
で
は
「
心
王
者
唯
為
指
大
日
一
尊
将
通
中
胎
八
葉
仏
菩
薩
耶
」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
胎
蔵
の
五
仏

を
想
定
し
て
い
て
、
東
密
側
と
の
差
異
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
『
遮
那
業
案
立
草
』
を
含
む
台
密
の
教
説
に
つ
い
て
は
、『
宗
決
』
が
五
仏
心
王
の
主
張
を



高野山大学密教文化研究所紀要　第 30 号　16

行
う
理
由
も
含
め
て
次
章
に
て
検
討
す
る
。

四　
台
密
に
お
け
る
心
王
・
心
数
解
釈
―
五
仏
心
王
と
の
比
較
―

東
密
の
古
義
派
で
は
五
仏
心
王
、
新
義
派
で
は
王
所
分
別
の
名
称
で
論
じ
ら
れ
る
心
王
心
数
の
解
釈
に
つ
い
て
、
実
は
台
密
で
も
論
義
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
実
導
仁
空
が
記
し
た
『
遮
那
業
案
立
草
』
の
中
で
、『
大
日
経
義
釈
』（
あ
る
い
は
『
大
日
経
疏
』）
の
「
心
王
所
住
の
処
に
は
必
ず
塵
沙
の
心

数
有
り
」
6
7

の
文
に
つ
い
て
、「
爾
ら
ば
云
う
所
の
心
王
は
唯
だ
大
日
一
尊
を
指
さ
ん
と
為
か
、
将
た
中
胎
八
葉
仏
菩
薩
に
通
ず
る
か
。
答
う
。
此
の
事
、

輒
ち
定
め
難
し
と
雖
も
、
且
く
一
意
に
存
せ
ば
大
日
一
尊
に
限
る
べ
し
」
6
8

と
、
い
わ
ば
大
日
心
王
を
主
張
し
て
、
そ
の
後
『
大
日
経
義
釈
』
や
『
十
住

心
論
』、『
真
言
宗
教
時
義
』
等
を
引
用
し
問
答
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
台
密
で
は
大
日
心
王
を
主
張
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
五
大
院
安
然
（
八
四
一
？
―
九
一
五
？
）
を
は
じ
め
と
す
る
台
密
の
教
説

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

特
に
安
然
は
、
最
澄
・
円
仁
・
円
珍
な
ど
の
日
本
天
台
の
諸
師
の
教
説
を
継
承
し
つ
つ
、
大
師
の
十
住
心
思
想
（
特
に
第
八
・
九
・
十
住
心
の
配
列
）
が

諸
経
論
の
説
や
疏
師
の
説
と
合
致
し
な
い
こ
と
を
述
べ
、
大
師
を
批
判
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
一
方
で
、
台
密
だ
け
で
な
く
東
密
の
教
学
発
展
に
も
大

い
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
そ
の
思
想
的
特
徴
は
密
教
を
重
視
し
、
四
一
教
判
と
『
釈
論
』
の
十
識
説
に
依
用
し
た
独
自
の
十
識
説
を
説
く
こ
と
な

ど
で
あ
る
。

四
一
教
判
と
は
、
仏
（
説
者
）・
時
（
時
間
）・
処
（
場
所
）・
教
（
内
容
）
の
四
つ
が
、
一
に
集
約
し
つ
つ
、
一
切
に
普
遍
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
が
三
世
（
時
間
軸
）・
十
方
（
空
間
軸
）
の
仏
教
を
包
摂
す
る
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
仏
、
一
時
、
一
処
、
一
教
と
い
う
四
つ
の
視

点
か
ら
の
絶
対
的
な
「
一
」
を
構
築
し
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
一
切
に
つ
な
が
る
（
一
即
一
切
）
と
い
う
安
然
独
自
の
思
想
で
あ
る
。

ま
た
安
然
独
自
の
十
識
説
と
は
、『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
「
眼
識
心
・
耳
識
心
・
鼻
識
心
・
舌
識
心
・
身
識
心
・
意
識
心
・
末
那
識
心
・
阿
梨
耶
識
心
・

多
一
識
心
・
一
一
識
心
」
6
9

を
基
に
、
第
九
番
目
の
識
と
し
て
一
切
一
心
識
7
0
、
第
十
番
目
の
識
と
し
て
一
心
一
心
識
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
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問
う
。
天
台
宗
は
法
華
を
以
っ
て
実
教
と
為
す
。
而
も
法
華
の
中
の
阿
閦
・
弥
陀
は
本
是
れ
他
仏
に
し
て
釈
迦
身
に
非
ず
。
又
た
普
賢
・
文
殊
・
観
音
・

弥
勒
も
亦
是
れ
他
人
に
し
て
釈
迦
身
に
非
ず
。
今
の
真
言
宗
は
皆
な
是
れ
一
仏
一
身
な
り
と
云
う
。
若
し
法
華
の
説
が
是
れ
実
な
ら
ば
、
真
言
の
説

は
権
な
る
べ
し
。
若
し
真
言
の
説
が
是
れ
実
な
ら
ば
、
法
華
の
説
は
権
な
る
べ
し
。
何
ぞ
同
な
り
と
云
う
や
。
答
う
。『
法
華
経
』
は
一
切
一
心
識
に

約
す
。
故
に
阿
閦
・
弥
陀
は
是
れ
他
仏
身
な
り
と
云
い
、
又
た
普
賢
等
は
是
れ
釈
迦
身
に
非
ず
。
今
の
真
言
宗
は
一
心
一
心
識
に
約
す
。
故
に
四
方

の
四
仏
四
維
の
四
菩
薩
は
皆
な
大
日
身
な
り
と
云
う
。
7
1

す
な
わ
ち
法
華
（
天
台
教
学
）
を
一
切
一
心
識
、
真
言
（
密
教
）
を
一
心
一
心
識
に
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
切
一
心
識
と
は
真
如
が
随
縁
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
象
世
界
に
多
様
に
展
開
し
て
い
る
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
現
象
世
界
は
多
体
・
差
別
・
一
切
衆
生
各
識
各
心
で
あ
る
か
ら
、
根
源
た
る
一

の
展
開
が
一
切
（
一
切
一
心
識
）
で
あ
る
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
一
心
一
心
識
と
は
現
象
世
界
も
真
如
が
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
別
々
で

は
な
く
そ
の
ま
ま
一
の
存
在
で
あ
る
と
す
る
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
一
体
・
平
等
・
一
切
衆
生
一
識
一
心
で
あ
り
、
根
源
と
展
開
は
一
な
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
7
2

こ
れ
を
五
仏
心
王
の
論
義
に
当
て
は
め
て
み
れ
ば
、安
然
の
立
場
は
「
一
仏
一
身
」
で
あ
っ
て
曼
荼
羅
の
「
四
方
の
四
仏
四
維
の
四
菩
薩
は
皆
な
大
日
身
」

で
あ
る
か
ら
、
東
密
古
義
の
五
仏
心
王
と
は
逆
に
一
仏
に
集
約
し
て
い
く
大
日
心
王
の
立
場
に
近
い
と
見
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
な
ら
ば
、『
宗
決
』
な
ど
で
こ
と
さ
ら
に
五
仏
心
王
を
主
張
す
る
理
由
と
し
て
、
台
密
の
存
在
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
他
の
論
義
も
含
め
て
総
合
的
な
研
究
を
要
す
る
が
、
少
な
く
と
も
五
仏
心
王
の
論
義
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
な
台
密
な
ど
へ
の
言
及
は
な

い
も
の
の
、
い
わ
ば
而
二
不
二
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
心
王
・
心
数
説
が
唱
え
ら
れ
、
古
義
は
大
日
心
王
を
説
く
新
義
や
台
密
へ
の
対
抗
7
3
、
そ
れ

ら
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
、
五
仏
心
王
を
主
張
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、『
宗
決
』
を
は
じ
め
東
密
の
論
義
書
で
は
、天
台
や
華
厳
の
教
学
と
の
同
異
を
論
ず
る
論
題
も
多
く
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
一

乗
経
劫
」
7
4

は
、『
即
身
義
』
に
「
諸
経
論
の
中
に
皆
な
三
劫
成
仏
を
説
く
。
今
、即
身
成
仏
の
義
を
建
立
す
る
」
7
5

と
あ
る
よ
う
に
、顕
教
は
三
劫
成
仏
、

密
教
は
即
身
成
仏
と
規
定
さ
れ
る
が
、
第
八
・
九
住
心
と
さ
れ
た
法
華
一
乗
や
華
厳
一
乗
で
は
大
師
以
前
か
ら
一
生
成
仏
や
一
念
成
仏
が
説
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
両
一
乗
教
は
三
劫
を
経
て
成
仏
す
る
か
否
か
を
論
じ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
『
宗
決
』
を
は
じ
め
論
義
書
で
は
、
他
宗
派
の
教
説
や
東
密
内
に
お
け
る
流
派
の
差
異
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
思
想
的

背
景
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め

「
五
仏
心
王
」
は
、
大
日
を
中
尊
と
し
た
五
仏
に
つ
い
て
、
五
仏
が
共
に
心
王
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
大
日
の
み
を
心
王
と
認
め
、
他
の
四
仏
を
心
数

と
す
る
の
か
を
論
じ
る
算
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
四
仏
が
心
王
で
あ
る
か
心
数
で
あ
る
の
か
、い
ず
れ
の
識
（
あ
る
い
は
智
）
を
心
王
と
し
、

心
王
と
心
数
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
本
論
で
は
特
に
『
宗
決
』
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
以
下
の
特
徴
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

Ⅰ
「
五
仏
は
即
ち
心
王
、
余
尊
は
即
ち
心
数
」
の
記
述
を
根
拠
と
し
て
五
仏
心
王
を
主
張
。

Ⅱ
唯
識
や
三
論
な
ど
の
教
説
も
参
考
に
し
て
い
る
。

Ⅲ
引
証
さ
れ
る
『
異
本
即
身
義
』
の
偽
撰
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

概
し
て
南
山
教
学
は
宝
門
・
寿
門
を
問
わ
ず
五
仏
心
王
を
主
張
し
、
新
義
・
台
密
は
四
仏
心
数
（
大
日
心
王
）
を
主
張
し
て
い
る
。
特
に
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
台
密
の
論
義
書
で
は
、安
然
の
思
想
を
受
け
継
い
だ
教
説
を
立
て
て
い
て
、安
然
の
影
響
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、『
遍
明
鈔
』
や
東
寺
学
派
は
両
説
を
共
に
認
め
、
両
者
を
い
わ
ば
表
裏
一
体
と
見
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
検
討
の
結
果
、東
密
で
は
道
範
以
前
か
ら
複
数
の
説
を
立
て
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
学
に
し
た
が
っ
て
、心
王
・
心
数
の
分
別
を
決
択
し
て
い
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
五
仏
心
王
（
王
所
分
別
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
、
そ
の
意
図
を
透
か
し
見

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
南
山
教
学
が
五
仏
心
王
を
主
張
す
る
背
景
に
は
、
台
密
や
他
流
派
へ
の
対
抗
と
い
う
面
も
十
分
に
考
え

ら
れ
る
が
、「
五
仏
心
王
」
は
「
四
仏
会
座
」
や
「
一
門
普
門
」、
あ
る
い
は
「
心
王
第
八
」
な
ど
の
論
義
と
も
関
係
が
深
く
、
こ
れ
ら
の
論
義
を
踏
ま
え
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た
上
で
論
ず
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
論
義
に
つ
い
て
の
考
察
は
別
稿
に
譲
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
論
義
に
は
各
諸
問
題
を
題
材
と
し
た
問
答
の
中
に
、
真
言
密
教
の
教
説
を
透
か
し
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
諸
問
題
の
解
決

を
図
る
中
で
、
同
時
に
真
言
密
教
の
教
え
が
何
た
る
か
を
表
明
し
て
い
る
と
も
言
え
、
多
方
面
か
ら
の
総
合
的
な
研
究
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

1	

論
義
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、栂
尾
祥
雲
『
日
本
密
教
学
道
史
』（
高
野
山
大
学
出
版
部
、一
九
四
二
年
）
等
が
あ
る
。
ま
た
法
相
・
天
台
・
真
言
（
古
義
・
新
義
）

に
お
け
る
論
義
の
形
態
等
に
関
し
て
は
、
智
山
勧
学
会
編
『
論
義
の
研
究
』（
青
史
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2	

各
個
別
の
論
題
を
検
討
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、権
田
雷
斧
「
密
教
綱
要
」（『
権
田
雷
斧
名
著
選
集
』
一
、東
洋
文
化
出
版
、一
九
八
五
年
、初
出
は
一
九
一
六
年
）・「
密

教
奥
義
」（『
権
田
雷
斧
名
著
選
集
』
三
、一
九
八
五
年
、
初
出
は
一
九
二
〇
年
）
や
林
田
光
禅
『
真
言
宗
綱
要
』（『
真
言
宗
選
書
』
三
、
同
胞
舎
出
版
、
一
九
八
六
年
、

初
出
は
一
九
一
七
年
）、
中
村
本
然
『
真
言
教
学
の
諸
問
題
』（
高
野
山
大
学
通
信
教
育
室
、
二
〇
〇
五
年
）、
小
林
靖
典
「
中
性
院
頼
瑜
に
お
け
る
自
性
会
と
加
持
世

界
―
「
自
性
会
因
人
」「
実
行
当
機
」
の
算
題
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
智
山
学
報
』
五
六
、二
〇
〇
七
年
）、
林
山
ま
ゆ
り
「
中
世
高
野
山
教
学
に
お
け
る
煩
悩
論
―
宥
快

の
根
本
無
明
解
釈
を
中
心
に
―
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
二
五
、二
〇
〇
八
年
）・「
中
世
真
言
教
学
に
お
け
る
識
大
の
解
釈
」（『
印
仏
研
』
六
四
―
一
、二
〇
一
五
年
）、

北
川
真
寛
「
東
密
に
お
け
る
三
密
行
に
つ
い
て
―
論
義
と
そ
の
背
景
と
し
て
の
浄
土
思
想
を
含
め
て
」（『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
七
、二
〇
〇
九
年
）・「
東
密
に
お
け

る
六
度
行
に
つ
い
て
―
論
義
書
を
中
心
に
―
」（『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
七
、二
〇
一
四
年
）・「
綵
画
形
像
に
つ
い
て
―
論
義
書
を
中
心
に
―
」（『
密

教
文
化
』
二
三
六
、二
〇
一
六
年
）、
千
葉
正
「
頼
宝
撰
『
真
言
本
母
集
』
に
見
ら
れ
る
禅
籍
に
つ
い
て
」（『
印
仏
研
』
六
三
―
二
、二
〇
一
五
年
）、
佐
藤
も
な
「
真

福
寺
大
須
文
庫
所
蔵
『
林
葉
鈔
』
の
検
討
」（『
印
仏
研
』
六
三
―
二
、二
〇
一
五
年
）・「『
覚
阿
問
答
鈔
』
に
お
け
る
道
範
」（『
天
台
・
真
言 

諸
宗
論
攷
』、
山
喜
房
、

二
〇
一
五
年
）、
土
居
夏
樹
「「
六
大
四
曼
互
為
能
生
」
に
つ
い
て
」（『
密
教
学
研
究
』
四
八
、二
〇
一
六
年
）、
ま
た
「
初
地
即
極
」
や
「
宿
善
有
無
」
に
つ
な
が
る

教
説
に
つ
い
て
論
じ
た
大
鹿
眞
央
「
東
密
に
お
け
る
初
地
即
極
説
の
展
開
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
二
九
、二
〇
一
二
年
）・「
中
世
東
密
教
学
に
お
け
る
宿
善
解
釈

の
展
開
―
道
範
の
宿
善
解
釈
を
中
心
に
―
」（『
智
山
学
報
』
六
三
、二
〇
一
四
年
）
等
が
あ
る
。

3	

『
弘
全
』
一
、五
〇
七
頁
。『
定
弘
全
』
三
、一
九
頁
。
同
様
の
文
と
し
て
、『
吽
字
義
』
に
も
「
心
王
心
数
主
伴
無
尽
な
り
」（『
弘
全
』
一
、五
四
五
頁
。『
定
弘
全
』
三
、

六
四
頁
）
と
あ
る
。

4	

『
弘
全
』
一
、五
〇
九
頁
。『
定
弘
全
』
三
、二
〇
頁
。

5	

『
弘
全
』
一
、五
一
一
頁
。『
定
弘
全
』
三
、二
三
頁
。

6	

『
弘
全
』
一
、五
一
八
頁
。『
定
弘
全
』
三
、三
〇
頁
。

7	

『
弘
全
』
一
、四
〇
〇
頁
。『
定
弘
全
』
二
、三
一
〇
頁
。
そ
の
他
、『
十
住
心
論
』
巻
七
に
「
心
王
は
猶
し
池
水
の
性
の
本
よ
り
清
浄
な
る
が
如
し
。
心
数
の
浄
除
は
猶

し
客
塵
の
清
浄
な
る
が
如
し
。」（『
弘
全
』
一
、三
三
九
頁
・『
定
弘
全
』
二
、二
四
二
頁
。
同
文
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
下
に
も
見
ら
れ
る
）
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
心
王
・
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心
数
の
語
が
散
見
さ
れ
る
。

8	
『
弘
全
』
一
、七
〇
六
頁
。『
定
弘
全
』
四
、八
六
頁
。
ま
た
大
師
の
開
題
類
に
は
心
王
の
語
が
散
見
さ
れ
、
例
え
ば
『
大
日
経
開
題
』（
衆
生
狂
迷
）
に
「
秘
密
曼
荼
金

剛
心
殿
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
是
れ
則
ち
最
極
究
竟
の
心
王
如
来
大
毘
盧
遮
那
自
性
法
身
の
住
処
な
り
。
心
王
の
大
日
は
三
身
を
孕
ん
で
円
円
の
又
の
円
、
心
数
の

曼
荼
は
十
地
を
超
え
て
以
っ
て
本
有
の
又
の
本
な
り
。」（『
弘
全
』
一
、六
四
四
頁
・『
定
弘
全
』
四
、一
五
頁
。「
秘
密
曼
荼
～
住
処
な
り
」
の
一
文
は
、『
十
住
心
論
』

一
に
も
記
さ
れ
る
）
と
記
し
、
大
日
心
王
・
諸
尊
心
数
と
も
受
け
取
れ
る
が
、『
大
日
経
開
題
』（
衆
生
狂
迷
）
の
「
心
王
の
国
界
を
浄
め
、
心
数
の
眷
属
を
安
ぜ
ん
」

（『
弘
全
』
一
、六
四
七
頁
・『
定
弘
全
』
四
、一
九
頁
）
や
『
教
王
経
開
題
』
の
「
心
王
の
天
子
罪
を
弔
う
に
力
無
く
、
心
数
の
相
将
は
殺
伐
す
る
に
由
無
し
」（『
弘
全
』

一
、七
一
六
頁
・『
定
弘
全
』
四
、九
九
頁
。『
理
趣
経
開
題
』・『
法
華
経
開
題
』・『
梵
網
経
開
題
』
に
も
同
文
が
あ
る
。）
な
ど
で
は
、
心
王
と
心
数
が
対
で
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

9	

『
弘
全
』
二
、四
二
頁
。『
定
弘
全
』
五
、一
五
四
頁
。

10	

『
弘
全
』
二
、四
二
頁
。『
定
弘
全
』
五
、一
五
五
頁
。

11	

『
弘
全
』
二
、四
三
頁
。『
定
弘
全
』
五
、一
五
六
頁
。

12	

『
続
真
全
』
五
、6
0
頁
上
～
6
1
頁
上
。

13	

『
続
真
全
』
五
、1
4
4
頁
下
～
1
4
6
頁
上
。

14	

『
大
正
』
五
九
、五
九
八
頁
下
～
五
九
九
頁
上
。

15	

『
続
真
全
』
二
一
、1
5
3
頁
下
～
1
5
6
頁
上
。

16	

『
続
真
全
』
二
一
、3
2
4
頁
上
～
3
2
7
頁
上
。

17	

高
野
山
大
学
蔵
、
宝
城
院
寄
託
本
（
四
四
三
・
テ
宝
・
二
）、
一
五
～
一
八
丁
。

18	

『
真
全
』
二
〇
、一
七
六
頁
上
～
一
七
七
頁
上
。
本
論
題
は
、
識
と
智
の
ど
ち
ら
を
心
王
と
し
心
数
と
な
す
か
を
論
ず
る
も
の
で
あ
り
、
直
接
に
五
仏
心
王
を
論
ず
る

も
の
で
な
い
が
、
参
考
の
た
め
に
挙
げ
て
お
く
。

19	

『
大
正
』
七
九
、六
二
五
頁
上
～
六
二
七
頁
上
。

20	

高
野
山
大
学
蔵
、
増
福
院
寄
託
本
（
〇
一
八
・
〇
一
三
・
〇
九
）、
一
三
～
一
四
丁
。

21	

享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
刊
本
、
高
野
山
大
学
蔵
、
光
台
院
寄
託
本
（
一
―
三
四
・
タ
光
・
九
八
）。

22	

『
真
全
』
二
〇
、二
六
八
頁
上
～
二
七
〇
頁
下
。

23	

『
真
全
』
一
八
、三
八
三
頁
下
～
三
八
四
頁
下
。

24	

寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
刊
本
。
本
論
題
は
、
大
日
を
心
王
と
見
た
時
に
、
大
日
と
諸
尊
に
優
劣
が
あ
る
か
否
か
を
論
ず
る
も
の
で
あ
り
、
五
仏
心
王
と
い
う
よ
り
、

一
門
普
門
の
論
題
と
関
係
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
参
考
の
た
め
に
挙
げ
て
お
く
。

25	

『
大
正
』
七
九
、七
八
〇
頁
下
〜
七
八
一
項
上
。
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26	
『
大
正
』
七
七
、二
〇
五
頁
下
～
二
〇
七
頁
中
。

27	
『
続
真
全
』
一
七
、2
2
9
頁
上
～
2
3
0
頁
下
。

28	

『
密
教
大
辞
典
』
や
『
国
訳
一
切
経
』
の
解
説
に
は
、『
真
言
本
母
集
』
は
大
日
一
尊
心
王
の
義
を
成
立
す
る
と
解
説
し
て
い
る
が
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
た
だ

し
弟
子
の
杲
宝
等
が
記
し
た
『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』
に
は
、「
師
の
曰
く
、
心
所
有
法
は
是
れ
四
仏
心
数
、
淨
法
界
の
心
王
は
即
ち
大
日
心
王
な
り
」（『
大
正
』

五
九
、三
〇
一
頁
上
）
と
も
言
う
。

29	

栂
尾
祥
雲
『
曼
荼
羅
の
研
究
』、
挿
画
四
七
（
高
野
山
大
学
出
版
部
、
一
九
二
七
年
）
を
参
照
。

30	

『
続
真
全
』
二
一
、1
5
5
頁
下
～
1
5
6
頁
上
。

31	

寿
門
の
印
融
の
筆
で
あ
る
『
古
筆
拾
集
抄
』
も
全
文
が
ほ
ぼ
杲
宝
の
『
即
身
義
東
聞
記
』
の
引
用
で
あ
る
か
ら
、
杲
宝
説
を
記
し
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
先
徳

の
記
述
を
収
集
し
た
の
み
で
印
融
自
身
の
主
張
は
記
さ
れ
て
い
な
い
と
も
言
え
、
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

32	

『
続
真
全
』
一
七
、2
2
9
頁
下
。

33	

『
大
疏
百
条
第
三
重
』
に
は
、
同
書
の
問
答
の
答
（
特
に
九
尊
心
王
に
つ
い
て
か
）
に
つ
い
て
、
裏
書
き
に
「
表
答
道
範
之
義
勢
也
」
と
記
し
て
い
る
。

34	

九
識
心
王
の
語
は
、
大
師
『
性
霊
集
』
七
「
四
恩
の
奉
為
に
二
部
の
大
曼
荼
羅
を
造
す
る
願
文
」
に
「
九
識
の
心
王
は
乗
蓮
の
相
を
凝
ら
し
五
智
の
法
帝
は
坐
月
の

貌
を
厳
し
ゅ
う
す
」（『
弘
全
』
三
、四
七
七
頁
。『
定
弘
全
』
八
、一
〇
九
頁
）
に
見
ら
れ
る
が
、具
体
的
な
説
明
は
な
い
。
一
方
、安
然
の
『
真
言
宗
教
時
義
』（『
大
正
』

七
五
、三
八
二
頁
中
）
に
は
、
九
識
の
心
王
が
法
性
身
と
成
る
時
、
一
切
の
心
所
等
の
法
が
果
界
に
入
っ
て
法
門
と
な
り
、
眷
属
も
法
身
と
な
る
こ
と
を
説
き
、
こ
れ

は
済
暹
『
大
日
経
住
心
品
疏
私
記
』（『
大
正
』
五
八
、六
八
五
頁
下
な
ど
）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

35	

『
続
真
全
』
五
、1
4
4
頁
下
～
1
4
5
頁
上
。

36	

『
続
真
全
』
五
、6
1
頁
上
。

37	

『
続
真
全
』
五
、6
0
頁
上
。

38	

五
仏
心
王
の
語
自
体
は
、
覚
鑁
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
に
「
金
剛
界
不
二
摩
訶
衍
の
五
仏
心
王
、
是
れ
胎
蔵
に
即
し
て
即
ち
是
れ
金
剛
界
不
二
の
五
仏
・
五
智
な
り
」

（『
大
正
』
七
九
、一
四
頁
上
）
と
登
場
す
る
。

39	

頼
瑜『
即
身
義
愚
草
』に
も
見
ら
れ
る
、両
方
論
義
の
体
裁
を
と
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
論
義
に
は
古
来
両
方
論
義
・
定
判
論
義
、通
局
論
義
の
別
が
あ
る
と
さ
れ
る（
榊

義
孝
「『
即
身
義
愚
草
』
に
み
ら
れ
る
論
義
の
構
造
」、『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
一
四
、一
九
八
六
年
）。

40	

『
大
正
』
三
二
、五
七
四
頁
上
。

41	

『
大
正
』
三
九
、五
八
〇
頁
中
。

42	

『
大
正
』
三
九
、七
八
八
頁
中
。

43	

『
弘
全
』
一
、六
九
〇
頁
。『
定
弘
全
』
四
、六
八
頁
。

44	

『
弘
全
』
二
、四
二
頁
。『
定
弘
全
』
五
、一
五
五
頁
。
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45	

『
真
言
宗
即
身
成
仏
義
』（『
弘
全
』
四
、二
六
頁
。『
定
弘
全
』
三
、二
〇
二
～
二
〇
三
頁
。）

	
『
即
身
成
仏
義 

異
本
』（『
弘
全
』
四
、四
七
頁
。『
定
弘
全
』
三
、二
二
一
頁
。）

	
い
ず
れ
の
異
本
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
綿
密
な
写
本
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、『
真
言
宗
即
身
成
仏
義
』
の
一
部
が
本
個
所
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
論

に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
『
即
身
成
仏
義 

異
本
』
か
と
も
思
わ
れ
る
。

46	

『
真
言
宗
即
身
成
仏
義 

本
書
問
答
』（『
弘
全
』
四
、七
頁
。『
定
弘
全
』
三
、一
八
四
頁
。）

47	

『
弘
全
』
一
、四
〇
〇
〜
四
〇
一
頁
。『
定
弘
全
』
二
、三
一
一
頁
。

48	

『
弘
全
』
三
、四
七
七
頁
。『
定
弘
全
』
八
、一
〇
九
頁
。

49	

註
８
に
同
じ
。

50	

『
大
正
』
三
九
、七
八
七
頁
下
。

51	

『
弘
全
』
一
、六
九
〇
頁
。『
定
弘
全
』
四
、六
七
頁
。

52	

『
真
全
』
一
九
、五
〇
頁
上
～
五
二
頁
上
。

53	

こ
の
法
相
説
と
は
反
対
に
、『
杲
宝
私
抄
』で
は「
今
、自
宗
の
意
は
智
を
以
て
心
王
と
為
し
、識
を
以
て
心
数
と
為
す
」（『
真
全
』二
〇
、一
七
六
頁
上
）、と
述
べ
て
い
る
。

54	

『
真
全
』
一
九
、五
三
頁
上
～
下
。

55	

『
真
全
』
一
九
、五
三
頁
下
。

56	

「
異
本
即
身
義　

解
説
」（『
定
弘
全
』
三
、三
七
七
頁
。）

57	

『
蓮
華
三
昧
経
』の
成
立
に
つ
い
て
は
、水
上
文
義「
蓮
華
三
昧
経
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
印
仏
研
』二
八
―
一
、一
九
七
九
年
）・『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』第
四
章（
春

秋
社
、
二
〇
〇
八
年
）
等
の
研
究
が
あ
る
。

58	

「
異
本
即
身
義　

解
説
」（『
定
弘
全
』
三
、三
七
七
頁
～
三
八
二
頁
。）

59	

法
相
唯
識
で
は
、心
作
用
で
あ
る
心
所
に
対
し
て
、八
識
を
心
法
（
心
王
）
と
す
る
〔
瀧
川
郁
久
「
法
相
宗
」（
大
久
保
良
峻
編
著
『
新
・
八
宗
綱
要
』、四
四
頁
、法
蔵
館
、

二
〇
〇
一
年
）
な
ど
〕。

60	

三
論
宗
に
お
い
て
、
心
王
が
八
識
全
て
に
通
じ
る
の
か
、
第
八
識
の
み
に
限
る
の
か
に
つ
い
て
は
、『
宗
決
』
巻
第
一
七
の
「
心
王
第
八
」
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
心

王
第
八
」
に
つ
い
て
の
論
考
は
別
稿
に
譲
る
が
、『
十
住
心
論
』
七
な
ど
に
引
用
さ
れ
る
『
大
日
経
疏
』
の
心
王
の
記
述
に
つ
い
て
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四
九
―

六
二
三
）
の
著
作
や
『
大
乗
起
信
論
』
を
引
用
し
て
論
じ
て
い
て
、
五
仏
心
王
に
お
け
る
心
王
解
釈
も
「
心
王
第
八
」
の
論
義
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

61	

『
釈
論
』に
合
致
す
る
語
句
は
な
く
、巻
第
三
・
四
の
取
意
か
。
ま
た『
宗
決
』の
問
答
で
は
、『
梵
網
経
開
題
』の「
清
浄
本
覚
は
心
王
と
名
づ
く
」（『
弘
全
』一
、八
一
二
頁
。

『
定
弘
全
』
四
、二
二
二
頁
。）
を
引
用
し
、「
是
れ
等
は
本
覚
の
体
を
以
て
心
王
と
為
し
、
縁
起
の
諸
識
を
心
数
と
為
す
」、
と
も
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
政
祝
『
秘
蔵

宝
鑰
私
記
』
に
は
、「
三
論
の
意
は
、
心
王
は
本
覚
な
り
。
心
数
は
無
明
な
り
。」
と
の
見
解
も
み
ら
れ
る
（『
真
全
』
一
一
、三
六
三
頁
）。

62	

『
菩
提
心
論
』（『
大
正
』
三
二
、五
七
三
頁
下
。）
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63	
『
真
全
』
一
九
、五
二
頁
上
～
下
。

64	
一
識
―
大
日
、
八
識
―
胎
蔵
八
葉
の
四
仏
・
四
菩
薩
、
九
識
―
大
日
と
四
仏
・
四
菩
薩
、
十
識
―
『
釈
論
』
所
説
の
十
識
説
（『
大
正
』
三
二
、六
一
一
頁
下
）。

65	

『
大
疏
指
南
鈔
』
に
は
、
問
者
が
「
両
部
俱
に
大
日
一
尊
を
以
て
心
王
と
為
す
」
と
あ
る
。

66	

『
遍
明
鈔
』（『
続
真
全
』
五
、1
4
4
頁
下
～
1
4
5
頁
上
）、『
高
雄
口
決
』（『
大
正
』
七
八
、三
六
頁
上
）。

67	

『
大
日
経
義
釈
』（『
続
天
全
』
密
教
一
、六
頁
上
）、『
大
日
経
疏
』（『
大
正
』
三
九
、五
八
〇
頁
中
）。

68	

『
大
正
』
七
七
、二
〇
五
頁
下
。

69	

『
大
正
』
三
二　

六
〇
六
頁
中
。
一
部
省
略
。

70	

一
切
一
心
識
は
『
釈
論
』
に
も
説
か
れ
る
（『
大
正
』
三
二
、六
一
一
頁
上
・
六
一
一
頁
下
・
六
一
二
頁
上
）。

71	

『
真
言
宗
教
時
義
』（『
大
正
』
七
五
、三
八
九
頁
下
。）

72	

安
然
の
教
学
に
つ
い
て
は
、
末
木
文
美
士
『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
―
安
然
の
思
想
形
成
を
中
心
と
し
て
―
』（
春
秋
社
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

73	

本
論
で
は
、
敢
え
て
新
義
と
台
密
の
同
異
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ま
な
い
。

74	

一
乗
経
劫
の
論
義
に
つ
い
て
は
、
北
川
真
寛
・
土
居
夏
樹
「「
一
乗
経
劫
」
に
つ
い
て
―
即
身
成
仏
思
想
に
関
す
る
問
題
―
」（『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

一
九
、二
〇
〇
六
年
）
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
新
義
の
論
義
に
つ
い
て
は
、
小
林
靖
典
「
中
性
院
頼
瑜
に
お
け
る
「
一
乗
経
劫
」
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』、

六
五
、二
〇
一
六
年
）
に
詳
し
い
。

75	

『
弘
全
』
一
、五
〇
六
頁
。『
定
弘
全
』
三
、一
七
頁
。
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